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股
示
品
と
の
対
日

(十
二

ン

レ

ス
タ
ー

千

水

当L

l二l

山
科
郎
研
究

u

こ
の
レ
ジ
ス
タ
ー
、
見
学
に
訪
れ
る
こ
ど
も
た
ち
の
お
気
に
入
り
の
資
料
で

あ
る
。
バ
ー
コ
ー
ド
を
読
み
取
る
最
新
の
機
械
で
は
な
く
、
旧
式
の
タ
イ
プ
ラ

イ
タ
ー
の
よ
う
な
数
字
キ
ィ
の
つ
い
た
レ
ト
口
な
雰
囲
気
の
レ
ジ
ス
タ
ー
で
あ

る
。
金
額
表
示
窓
が
た
つ
た
凶
桁
、
つ
ま
り
肢
尚
金
額
が
九
九
九
九
円
ま
で
し

か
な
く
、
今
の
物
価
と
大
き
な
聞
き
の
あ
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
そ
れ
も
そ

の
は
ず
、
附
和
三

O
年

1
凶
0
4引
の
も
の
な
の
だ
。
戸
屋
市
内
の
布
や
糸
な

ど
紋
縫
川
け
川
を
扱
う
小
川
物
山
で
仙
川
さ
れ
て
い
た
。
応
の
隣
に
は
、
名
の
知

れ
た
洋
政
学
校
が
あ
っ
た
。

今
日
の
レ
ジ
ス
タ
ー
の
判
決
に
は
、
ス
ー
パ
ー
マ

1
ケ
y
ト
の
な
坊
が
拶
州
刊

を
与
え
て
い
る
。
λ

パ

マ

ウ

γ
ト
が
誕
引
し
た
の
は
附
和
二
八
年

三

九
五
三
)
、
東
京
背
山
で
あ
っ
た
。
た
く
さ
ん
の
副
知
の
商
品
が
そ
ろ

っ
た
広

い
応
内
で
、
買
い
た
い
も
の
を
白
山
に
選
び
、
山
川
釘
は
最
後
に
レ
ジ
で
済
ま
せ

る
。
専
用
の
袋
が
用
意
さ
れ
、
口
い
物
箆
な
し
で
仕
事
帰
り
に
も
シ
ヨ

y
ピ
ン

グ
で
き
る
。
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
は
、
高
度
経
済
成
長
の
き
ざ
し
が
見
え
始

め
た
日
本
社
会
で
時
代
の
巾
し
子
の
よ
う
に
も
て
は
や
さ
れ
、
わ
ず
か
一

O
年

の
問
に
全
国
で
三
0
0
0
応
近
く
に
ま
で
明
え
た
。
そ
し
て
、

一
目
的
品
川
釣
を
す

る
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
、
レ
ジ
λ
タ

l
に
と

っ
て
の
位
向
の
働
き
場
所
で

も
あ
っ
た
。

レ
ジ
ス
タ
ー
の
岡
山
史
は
思
い
の
ほ
か
古
い
。
明
治

一
二
年

(一

八
七
九
)
に

ア
メ
リ
カ
の
オ
ハ
イ
オ
州
、
州
場
の
税
法
者
が
発
明
し
た
と
.門
わ
れ
て
い
る
。

そ
の
人
の
名
は
リ
了
ア
ィ
。
使
川
人
が
光
上
の
ピ
ン
は
ね
を
し
て
い
な
い
か
チ
ェ
ア

ク
す
る
た
め
だ

っ
た
と
か
。
毎
度
の
よ
う
に
悔
し
い
思
い
を
味
わ

っ
た
の
が
発

明
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
だ

っ
た
の
か
と
思
う
と
、
な
か
な
か
而
白
い
。

レ
ジ
λ
タ
ー
が

H
本
に
輸
入
さ
れ
た
の
は
、
川
日
約
三

O
年

(一

八
九
七
)。

当
初
は
「
金
銭
笠
鉱
持
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
市
し
く
も
こ
の
年
、
東
京
神
田

で
ミ
ル
ク
ホ
ー
ル
が
開
業
し
て
い
る
。
ミ
ル
デ
ホ
ー
ル
と
は
、

円山
め
た
牛
乳
と

焼
い
た
パ
ン
な
と
を
出
す
フ
ァ
ー
ス
ト
フ
ド
応
の
よ
う
な
も
の
で
、
問
使
さ

と
ハ
イ
カ
ラ
な
雰
囲
気
が
受
け
て

一
時
は
大
流
行
し
た
。
し
か
し
、
エ
プ
ロ
ン

姿
の
女
性
が
給
仕
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
風
紀
上
の
問
題
が
取
り
ざ
た
さ
れ
、

す
た
れ
て
い
っ
た
。
明
，
侃
時
代
の
フ
ァ
ー
ス
ト

7
1
ド
応
「
ミ
ル
ク
ホ
ー
ル
」

が

「金
銭
刈
且
録
総
」
の
デ
ビ
ュ
ー
場
所
だ

っ
た
ら
ピ

y
タ
リ
だ
と
思
う
の
は
、

私
だ
け
だ
る
う
か
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
レ
ジ
ス
タ
ー
、
ム
ー
も
日
も
品
川
村
川
キ
ィ
を
押
し
て
税
金
が
人
っ

て
い
る
引
き
山
し
が
聞
く
と
、
な
ぜ
か
必
ず
「
チ
ン
1

」
と
派
手
な
行
を
立
て

る
。
お
も
ち
ゃ
の
レ
ジ
ス
タ
ー
ま
で
同
じ
よ
う
な
官
が
山
る
仕
組
み
に
な
っ
て

い
て
、
ど
う
や
ら
あ
の
古
と
レ
ジ
λ
タ
!
と
は
切
っ
て
も
切
れ
な
い
凶
係
ら
し

い
。
し
か
し
、
な
ぜ
あ
ん
な
音
が
必
裂
な
の
か
と
気
に
か
か
る
。

同
じ
よ
う
に

「
チ
ン

f
」
と
音
を
た
て
る
も
の
で
、
私
が
ま
ず
思
い
つ
く
の

は
氾
子
レ
ン
ジ
で
あ
る
。
最
近
の
機
種
は
派
手
な
屯
子
音
や
メ
ロ
デ
ィ
が
鳴
る

が
、
初
期
の
こ
ろ
の
製
品
は
必
ず
「
チ
ン
f

」
だ
っ
た
。
今
で
も
電
子
レ
ン
ジ

を
使
う
こ
と
を
「
チ
ン
す
る
」
と
言
、つ
人
も
い
る
く
ら
い
で
、
一
時
は
電
子
レ

ン
ジ
の
代
名
詞
に
な
っ
て
い
た
。
こ
の
「
チ
ン
F

」
は
、
「
調
理
が
お
わ
り
ま

し
た
よ

f
は
や
く
時
内
か
ら
出
し
て
く
だ
さ
い
1

」
と
い
う
お
知
ら
せ
で
あ
る
。

こ
の
ご
ろ
で
は
屯
干
レ
ン
ジ
だ
け
で
な
く
、
洗
訓
刷
機
、
炊
飯
協
な
ど
に
も
同
級

の
お
知
ら
せ
機
能
が
つ
い
て
い
る
。
す
ぐ
動
く
の
が
而
例
で
お
知
ら
せ
刊
が
川
町
つ

で
も
知
ら
ん
閉
し
て
い
る
と
、
時
間
を
位
い
て
何
度
も
繰
り
返
す
製
品
も
あ
り
、

う
る
さ
い
と
思
う
ζ
と
も
た
び
た
び
だ
。
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レ
ジ
ス
タ
ー
の
場
令
は
、
「
税
金
引
き
山
し
を
聞
け
ま
し
た
」
と

い
う
お
知

ら
せ
告
だ
ろ
う
。
陥
川
使
な
特
報
ブ
ザ
ー
と
し
て
の
役
日
も
あ
る
の
か
も
し
れ
な

い
。
な
に
し
ろ
、
発
明
者
は
使
川
人
の
ご
ま
か
し
に
悩
ん
だ
リ
y
テ
ィ
で
あ
る
。

使
川
人
が
勝
手
に
税
金
引
き
出
し
を
附
け
て
も
わ
か
る
よ
つ
な
工
夫
の
ひ
と
つ

や
ふ
た
つ
は
し
て
い
る
は
ず
だ
。

し
か
し
、
私
に
は
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
あ
の
ー
u
は
「
計
算
で
き
ま
し
た
1

出

幻
が
終
わ
り
ま
し
た
f
」
と
い
う
お
知
ら
せ
音
に
も
聞
こ
え
る
。
口
い
物
の
金

制
削
を
次
々
と
入
力
さ
れ
、
以
後
の
「
チ
ン
F

」
と
と
も
に
「

O
O円
で
す
」
と

告
げ
ら
れ
る
。
す
る
と
、
な
ん
の
鋭
い
も
持
た
ず
条
件
反
射
の
よ
う
に
支
払
っ

て
い
る
。
そ
れ
が
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
判
慣
と
し
て
身
に
つ
い
て
し
ま
っ

て
い
る
よ
う
な
気
が
す
る
。
氾
了
レ
ン
ジ
や
洗
川
刷
機
も
同
じ
な
の
か
も
し
れ
な

い
。
お
知
ら
せ
行
を
、
時
に
は
お
せ
っ
か
い
と
感
じ
な
が
ら
、
身
体
は
つ
い
反

応
し
て
い
る
。
に
ぎ
や
か
な
「
お
知
ら
せ
民
兵
」
に
い
つ
の
ま
に
か
慣
ら
さ
れ

て
い
る
円
分
'U身
を
、
附
…
れ
く
さ
い
な
が
ら
も
認
め
ぎ
る
を
得
な
い
の
だ
。

盟1

レジスヲー企砂

r. 

ト
ラ
イ
や
る
・
ウ
ィ
ー
ク
と
史
料
館

辺

谷

I
I
 

I
-

出
料
館
研
究
川

平
成
二
二
年
も
、
恒
例
の
「
ト
ラ
イ
や
る
ウ
ィ
ー
ク
」
が
実
施
さ
れ
、
史
料

館
で
も
本
庄
中
学
校
二
年
生
の
二
人
を
受
け
入
れ
た
。
旧
制
川
麻
梨
さ
ん
と
阿
部

紗
織
さ
ん
の
二
人
で
、
六
月
五
日
と
八
円
の
二
日
間
、
史
料
館
の
業
務
を
体
験

f
し
ず
、
，

Mb
ム
ソ
つ
れ
~
。

初

H
は
郎
外
へ
山
て
の
史
跡
澗
有
の
実
瑚
H
や
、
館
内
の
展
示
資
料
の
収
納

民
示
作
業
な
ど
を
体
験
し
て
も
ら
い
、
二

U
阿
は
館
磁
u
川
の
幣
皿
作
業
と
同
体

見
学
者
の
応
対
な
ど
を
体
験
し
て
も
ら
っ
た
。

両
日
と
も
、
デ
ジ
カ
メ
パ
ソ
コ
ン
を
他
川
し
て
の
作
業
が
あ
っ
た
も
の
の
、

今
の
小
学
生
は
小
さ
い
頃
か
ら
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
を
い
じ
っ
て
い
る
の
で
、
一

一人

と
も
こ
れ
ら
の
機
協
の
扱
い
を
す
ぐ
に
判
制
し
て
く
れ
た
。

来
航
当
初
は
、
歴
史
に
は
あ
ま
り
興
味
が
な
い
と
一
け
っ
て
い
た
こ
人
で
あ
っ

た
が
、
二

H
聞
の
体
験
で
少
し
は
身
近
な
従
史
に
閲
レ
を
寄
せ
て
く
れ
た
よ
う

q
u
 

で
あ
る
。‘ 描

J11 

麻
梨
さ
ん

惨

阿
部

紗
織
さ
ん
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史
料
館
日
誌
抄

〈
平
成
十
三
年
V

6
月
5
日

/

8
日

6
月
B
日

6
月
羽
目

。
。
日
付
A
q
n
n

0
1
2
1
 

1
1
1
1
 

t
a
1
J
c
o
e
l
i
 

-
-
-
-

八
平
成
十
四
年
V

1
1
8
1
 

1
1
1
 

-
A
t
J
GU
t
s
 

i
-
-

1
1
4
1
 

1
2
1
 

i
Hお
日

2
月
l
日

2
月
2
日

2
月
4
日

2
月
7
日

2
月
B
日

2
H
M
日

2
月
日
日

2
月
凶
日

!
1
2
1
 

;
J
2
l
 

山
科
的
研
究
H

道

谷

平
成
十
三
打
凶
月
以
附

阜

り
史
料
館
の
業
務
を
体
験
し
て
も
ら
う
。

ト
ラ
イ
や
る
ウ
イ
ク
本
庄
中
学
校
二
年
生
一
一
名
を
受
入
れ
、
二
日
間
に
波

神
戸
商
船
大
学
(
見
学
者

二
十
五
名
)

東
灘
区
役
所
新
規
保
用
峨
H
H
研
修

(見
半
者

-
一十
四
名
)

宝
塚
造
形
デ
ザ
イ
ン
大
学

(見
学
者

五
人
)

協
川
多
附
小
学
校

-4
生

(見
学
者

二
十
凶
名
)

仙
、
崎
小
学
校

一二
4
生

(見
学
者

一
ヒ
五
人
)

↑hr
ドム
'いd
山
7
r
J
J
λ

-d
L
J
P
-4
 

一刊
生

(見
学
者

二

九
名
)

御
彬
小
学
校

こ
う
べ
小
学
校

長
野

E
小
学
校

一4
止

(μ年
明

じ」
l

凶
名
)

三
4
生

(見
学
者

九
4
1

二
名
)

三
年
当

(見
学
者

ハ
十
名
)

雲
中
小
学
校

七
十
拍
)

士一

4
生

(見
学
者

ハ
叩
ア
イ
ラ
ン
ド
小
学
校

三一
年
生

(見
学
者

一三
五
名
)

凶
灘
小
学
校

一ニ
4
生
(
見
学
者

七
十

一
拍
)

本
山
第

一
小
学
校

名

一年
生
(
見
半
者

一年
生

(見出
寸者

九
十
六
名
)

本
山
第
三
小
学
校

白
ー
や
小
平
日校

一
一
十
七
名
)

三
年
生
(
見
学
者

H
古
小
平
校

七
十
二
名
)

一年
生

(見
学
者

一日HM
山
也

h
d
FaL入

金

T
1
ノ

'-4

桂
ト
非
主

i
f
S
4
 

一年
引

(見
学
者

六
十
四
名
}

三
年
4
J

(見
学
者

一二
ー寸
凶
名
)

恥民
r
h
M
初
旬
l
P
2
2《
吋
人

'
l
I
ノ

4

三
年
生

{見
年
者

七
卜
二
名
}

点
灘
小
平
校

一年
l

d

J

(

見
"
'
寸
布

~l 

資
料
寄
贈
者
ご
芳
名

(
敬
称
略
二
O
O
一
年
四
月
)
以
降

〈
弓
削
妙
子

V
足
踏
み
ミ
ン
ン
/
〈
古
川
稿
佳
代
子

V
大
型
行
昂
将
棋

、
針
盤
、

郵
便
貯
金
通
帳
6
仰
、
普
通
預
金
通
帳

3
冊
、
統
券
保
管
証

6
枚
、
手
秘
げ
金

庫
/
〈
背
共
立
夫
〉
ミ
シ
ン
/
〈
津
村
富
子

V
巻
軸
荷
、
三
角
巾
と
ガ

l
ゼ
の

セ
ッ
ト
/
〈
化
条
み
ち
こ

V
お
ひ
っ
、
ソ
ケ

ヅ
ト
/
〈
岸
貞
子

V
焼
付
版
読
売

ニ

ュ

ス

/

八

松

井
美
子
〉
朱
印
帳

2
冊
、
ス
タ
ン
プ
帳

1
冊
、
武
印
刷
仰
誌
、

手
紙
は
が
き
知

一
式
、
ト
ラ
ン
ク
/
八
一
砂
川
耕
策

V
ブ
リ
キ
製
バ
ケ
ツ
/
八
木

村
利
引

V
ブ
リ
キ
製
衣
装
カ
ン

国
国
一
岡
一
固
一

川
年
度
も
、
毎
年
恒
例
に
な
っ
た
小
学
校
=一
年
生
の
団
体
比
学
の
受
け
入
れ

を
無
事
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
過
去
枇
出
の

一
七
校

一
凶
山
九
名
の
子

供
た
ち
が
、
史
料
館
で
展
示
資
料
や
館

μ
の
併
説
を
通
じ
て
、
地
域
の
舵
山に
と

告
の
く
ら
し
を
学
協
し
て
も
ら

っ
た
こ
と
に
な
る
。

今
年
度
か
ら
は
学
校
も
完
全
迎
休
二
日
制
の
実
施
に
科
い
総
合
学
習
が
v場
入

さ
れ
、

史
料
館
の
ニ
ー
ズ
も
こ
れ
ま
で
以
上
に
憎
し
て
く
る
こ
と
に
な
る
で
あ

ろ
う
。
史
料
館
と
し
て
も
で
き
る
だ
け
そ
の
よ
う
な
安
望
に
応
え
て
い
き
た
い

と
思
う
。
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